
























































































































































































































































































 露出した象牙質表面の痛覚が物理的, 化学的勅激で発愛することはよく鰯られている。 窩洞に




 実験は全てネコの上顎また は下顎犬歯を胴 いた。 象牙質が露出するよう窩洞形成を行い, 形成
 直後, 酸化亜鉛ユージノ ール (ZOE) セメント仮封i遍後, および窩洞開放玉週後のそれぞれ
 について, 酸処理およ び窩底の削除が象牙質感覚に及ぼす影響を調べた。 これらの条件下で象牙
 質表面に化学醐激を与えた時 に発生する歯髄神経のイ ンパルス を取り出しその諸特性について検
 討 した。 またそれらの塩の象牙質表面および歯髄の形態を調べ, 感受性との関連性を調べた。
 結果は次の通りである。
 i. 窩底面に塩化ナトリウム溶液を作調させると数十秒後にイ ンパルスが発生しはじめ, 溶液除
 去後にも持続 した。 窩底象牙質の厚みが減少するに従い刺激溶液の作庵騰始からイ ンパルス発
 生までの時間は短かくなり, しかも発生するイ ンパルス総数は増蒲 した。 この傾向は対 黒歯
 (窩溺形成直後の象牙質面), ZOE仮封例, 窩洞形成後放置例の3者いずれにも認められた。
 2. 窩底面の酸処理後にブドウ糖液を作胴させると, その直後に一過性のイ ンパルスの発生がみ
 られた。 鰐照麟とZOE仮封例ではその数は同程度であったが窩洞形成後放置例では対象歯の
 i/io程度であった。 これらのイ ンパルス は刺激を与える前に窩底面を切謝すると減少, また
 は消失した。
 3. 歯髄と象牙質の光顕所見では対照薦とZOE仮封例間に著名な相違はみられなかった。 窩洞
 形成後放羅例では篤底と細管で連なる鱒髄に象牙芽細胞屠や象牙前質への災症性細胞浸潤・ お
 よ び細胞核の細管内吸引な どがみ られた。
 垂・ 鮒照歯とZOE仮封例の罵底面ISEM像では酸処理窩底面に象牙細管開口部を認めた。 窩洞
 形成後放置例では岡 じ程度の酸処理後 においても表面が膜状の構造物で覆われており象牙細管
 開口部は認められなかった。
 以上の結果から, 窩洞に加えた塩化ナトリウム溶液で生ずるイ ンパルスは, 象野質中を拡散し
 て到達 した 巌(〕丑 の磁髄神経に対する直接作屠で生 じた ものであり, ブドウ糖液で発生するイ ン
 パルスは象牙質の介在を必要とし, 細管内液の移動によると考えられる。 窩洞の開放. 酸処理
 な どで生 じた ブ ドウ糖液 に蛸するイ ンパルス発生様相の変化 は主と して細管内液の移動の難易と
 関連する窩底の細 管開口部の状態と鰭応 しているものと思われる。
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審査結果要旨
 露出 した象牙質の感覚亢進現象は象牙質感覚成立のメ カニズム を解明する上において も, ある
 いはま た臨床で保存的処置を施す上において も極めて興味深い問題であ る。
 窩洞形成によって露出 した窩底象芽質面の感受'性については, ス トッピング仮封あるいは仮封
 せずに放置すると感受性が亢進するが, プラークが付蒼しないように清掃に留意して放撮すれば
 感受盤が低 下するこ とな どの 臨床的な 事実があ る。 しかしこのような感受性の変動 に影響を与え
 る局所の変 化が どの 様に生 じているのかについてはほとん ど明 らかにさ れていない。
 本論文は, ネコの犬歯を嗣いで窩洞形成後の窩底象野質の感受性i変化を電気生遅学的に調べる
 と同時 に, それ らの欝の脱灰薄切 標本 について形態学的な 検索 を行ない感受性変化の様相をしら
 べた ものである。
 歯髄神経の活動電位は函冠部に取り付けた一対の電極より細胞外記録を行い, 象牙質に加える
 化学潮激には塩船ナトリウム溶液とブ ドー糖渡を胴 いている。 露出象牙質の状態と しては, 窩洞
 形成後直ちに生食水で洗浄 したもの, 窩洞形成後燐酸エッチングを行い生食水で洗浄 した もの,
 窩洞形成後開放状態にて放置 した もの, 及び酸化亜鉛ユージノ ールセメ ント仮封を施 してあった
 ものであり, 開放状態にて放置 した もの及び仮封 したものでは一週簡後に再度の切削と酸処運を
 行 つた ものおよ び窩底 に小孔を開 けて露髄させた ものについて も感受性の 検討を行 っている。
 その結果次の所見を篠ている。 (1臨化ナトリウム溶液を窩洞に作胴させた場合, 窩底に残存す
 る象牙質の厚みが減少するほど神経活動の発現する潜時は短縮 し, イ ンパルス数は増大する。 し
 かもこの傾両は窩洞形成直後のもの, セメ ント仮封後のもの, 窩洞形成後放置 したものの何れに
 おいてもほぼ周様に認め られる。 (2)窩底の酸エ ッチング直後にはブドー糖溶液が一過性に有効刺
 激となる。 しかも窩洞形成後放置 したものでは, 窩洞形成直後とセメ ント仮封後のものに比べて,
 発生するイ ンパルス数は少ない。 ③光顕所見では窩洞形成直後のものとセメ ント仮封 した ものと
 の間には殆ど差を認めなかった。 これに対 し, 形成後放遣したものでは窩底の象牙細管内に封入
 体が認められ象牙芽細胞屡とその近傍には炎症性変化がある。 (4)窩底面のSEM所見では, 窩洞
 形成直後の もの及 びセメ ン ト仮封後の ものに認め られた酸苦 ッチングによる象牙細管開口部の拡
 大は窩洞形成後放置 した ものではこの部が膜状構造物 で覆われているため確定できない6
 以上のごとく本論文では機能と形態の両面から象牙質の感覚亢進現象を追求 して新知見を得て
 おり歯科保存学 に寄与する功績は大き い, よって学位授与に 綾する ものと認め る。
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